
改
選
公
示
代
議
員
・
予
備
代
議
員

　
医
療
制
度

改
革
、
医
師

の
在
り
方
の

改
革
な
ど
に

対
し
て
、
私
た
ち
保
険
医
は
そ

の
流
れ
に
反
対
の
声
を
あ
げ
、

対
抗
案
を
示
す
た
め
に
保
険
医

運
動
を
進
め
て
い
る
▼
時
々
ふ

と「
反
対
？
」「
対
抗
案
？
」と

考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
私
た
ち

は
保
険
医
と
な
る
こ
と
で
、
あ

る
意
味
公
的
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
自
分
自

身
の
利
益
の
追
求
だ
け
で
な

く
、
国
民
の
健
康
を
ど
う
守
る

か
、
し
っ
か
り
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
立
場
に
な
る
と
い

う
こ
と
だ
。
ま
た
保
険
医
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
意
味

す
る
の
か
。
国
が
で
き
な
い
こ

と
を
私
た
ち
医
師
が
代
わ
り
に

行
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
す
な

わ
ち
、
国
か
ら
国
民
の
命
、
健

康
を
守
る
こ
と
を
委
託
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
直
接

国
民
と
向
か
い
合
い
、
命
と
健

康
を
守
る
最
前
線
に
立
っ
て
い

る
の
は
、
私
た
ち
医
師
で
あ
る

▼
国
が
考
え
て
い
る
医
療
改
革

等
が
間
違
っ
た
方
向
に
進
も
う

と
す
る
な
ら
、
私
た
ち
医
師

が
、
そ
の
間
違
い
を
正
し
、
そ

の
間
違
い
を
国
に
教
え
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
を
、「
反
対
」

「
対
抗
」
と
呼
ぶ
の
か
？
▼
国

も
私
た
ち
医
師
に
国
民
の
命
、

健
康
を
守
る
こ
と
を
委
託
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
前
線
で

奮
闘
し
て
い
る
現
場
の
医
師
を

し
っ
か
り
と
評
価
し
、
医
師
の

意
見
を
尊
重
し
、
受
け
止
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
こ
と
を
国
に
認
識
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
時
の

政
権
が
ど
う
い
う
立
場
で
あ
ろ

う
と
も
、
保
険
医
で
あ
る
以

上
、
保
険
医
運
動
は
永
遠
に
続

い
て
ゆ
く
。 

（
治
）

補
さ
れ
る
方
は
、
立
候
補
届
出

書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
・
押

印
の
う
え
、
締
切
期
日
ま
で
に

当
該
所
属
地
区
医
師
会
長
が
取

り
ま
と
め
い
た
だ
く
か
、
ま
た

は
本
協
会
事
務
局
気
付
、
京
都

府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議
長

ま
で
ご
提
出
下
さ
い
。（
注
2
）

介護改定のキーワードは「地域共生」
狙いは医療効率化と在宅移行

　
前
者
に
は
①
保
険
者
機
能
の

強
化
②
医
療
・
介
護
連
携
の
推

進
③
地
域
共
生
社
会
の
実
現
―

が
、
後
者
に
は
④
所
得
の
高
い

層
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
3
割
化

⑤
介
護
納
付
金
へ
の
総
報
酬
制

導
入
―
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
②
の
医
療
・
介
護
連
携
に
乗

じ
て
登
場
し
た
の
が
「
介

護
医
療
院
」構
想
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、「
介
護
療
養

型
医
療
施
設
」お
よ
び「
医

療
療
養
病
床
の
う
ち
、
医

療
法
上
の
看
護
師
お
よ
び

准
看
護
師
の
人
員
配
置
が

4
対
1
未
満
の
病
床
」
が

17
年
度
末
に
設
置
期
限
を

迎
え
る
こ
と
を
受
け
た
も

の
だ
。

　
0₆
年
、
構
造
改
革
を
本

格
稼
働
さ
せ
た
小
泉
政
権

の
手
に
よ
る
医
療
制
度
構

造
改
革
の
一
環
と
し
て
療

養
病
床
の
再
編
成
が
目
指
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。当
時
、「
医

療
の
必
要
に
応
じ
た
機
能
分
担

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
①
よ
り

よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
②
人
材

の
効
率
的
な
活
用
③
医
療
・
介

護
の
総
費
用
の
減
少
」※
2
が
目

的
に
掲
げ
ら
れ
、
介
護
療
養
病

　
地
域
医
療
構
想
の
登
場
に
よ

り
、
慢
性
期
医
療
提
供
体
制
の

見
直
し
方
針
が
鮮
明
に
打
ち
出

さ
れ
、「
療
養
病
床
へ
の
入
院

受
療
率
の
地
域
差
」
解
消
の
観

点
が
必
要
病
床
数
推
計
に
盛
り

込
ま
れ
、
入
院
医
療
の
効
率
化

と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
軸
と
し
た

在
宅
移
行
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
）
が
目
指
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
背
景

に
、
厚
生
労
働
省
は
15
年
に

「
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関

す
る
検
討
会
」、
16
年
に
療
養

病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る
特

別
部
会
を
設
置
し
、
具
体
的

　
安
倍
内
閣
は
2
月
7
日
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」※
１
を
国
会
提
出
し
た
。

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
医
療
・
介
護
総
合
確
保

推
進
法
に
よ
る
、
要
支
援
1
・

2
と
判
定
さ
れ
た
人
た
ち
の
介

護
予
防
訪
問
介
護
・
介
護
予
防

通
所
介
護
を
全
国
一
律
の
給
付

か
ら
除
外
し
、
地
方
自
治
体
の

実
施
す
る
「
地
域
支
援
事
業
」

に
新
設
さ
れ
る
「
新
し
い
総
合

事
業
」
へ
移
管
す
る
の
を
は
じ

め
、
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
最
中
で
あ
り
、「
ま
た
し
て

も
」
で
あ
る
。

　
同
法
案
は
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
」
と

「
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能

性
の
確
保
」
の
2
本
柱
で
組
み

立
て
ら
れ
て
い
る
。

締
切
は
3
月
21
日

　
京
都
府
保
険
医
協
会
の
代
議

員
お
よ
び
予
備
代
議
員
は
、
2

0
1
7
年
4
月
30
日
を
も
っ
て
、

任
期（
2
年
）が
終
了
と
な
り
ま

す
。
京
都
府
保
険
医
協
会
規
約

第
14
条
お
よ
び
選
挙
規
定
第
2

章
「
代
議
員
お
よ
び
予
備
代
議

員
の
選
挙
規
定
」
に
よ
り
次
の

通
り
選
挙
の
公
示
を
し
ま
す
。

　
▽
公
　
示
＝
3
月
10
日（
金
）

　
▽
立
候
補
締
切
日
＝
3
月
21

日
（
火
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
数
＝
代
議
員
89
人
、

予
備
代
議
員
89
人
（
注
1
）

　
地
区
別
定
数
は
別
表
一
覧
表

の
通
り
。

　
▽
任
　
期
＝
2
カ
年
：
17
年

5
月
1
日
〜
19
年
4
月
30
日

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立
候

代議員・予備代議員地区別定数一覧
会員数は2017年２月１日現在

地　区 会員数 代議員
定　数

予備代議
員定数　

京 都 北 90 3 3
上京東部 63 3 3
京都市西陣 111 4 4
中京東部 73 3 3
中京西部 131 5 5
下京東部 72 3 3
下京西部 147 5 5
左　　京 205 7 7
右　　京 146 5 5
西　　京 126 5 5
東　　山 71 3 3
山　　科 104 4 4
伏　　見 229 8 8
乙　　訓 123 5 5
宇治久世 193 7 7
綴　　喜 87 3 3
相　　楽 78 3 3
亀 岡 市 58 2 2
船　　井 38 2 2
綾　　部 21 1 1
福 知 山 65 3 3
舞　　鶴 56 2 2
与　　謝 34 2 2
北　　丹 26 1 1
総　計 2,347 89 89

　
▽
選
挙
公
報
＝
選
挙
規
定
第

27
条
に
よ
り
、
定
数
以
上
の
立

候
補
の
あ
る
と
き
は
投
票
に
よ

る
選
挙
と
な
り
ま
す
。「
選
挙
」

は
任
期
の
終
わ
る
前
30
日
以
内

に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
同
規
定

第
22
条
に
よ
り
、
選
挙
に
関
す

る
管
理
は
各
地
区
医
師
会
長
に

委
任
し
ま
す
。
選
挙
の
行
わ
れ

る
地
区
に
つ
い
て
は
、
立
候
補

者
の
氏
名
や
選
挙
方
法
等
の
広

報
を
す
み
や
か
に
京
都
保
険
医

新
聞
に
掲
載
し
ま
す
。

　（
注
1
）
規
約
第
14
条
の
1
お
よ

び
選
挙
規
定
第
20
条
に
よ
り
以
下
の

定
数
と
し
ま
す
。「
代
議
員
お
よ
び

予
備
代
議
員
は
同
数
と
し
、
定
数
は

各
地
区
医
師
会
の
区
域
で
本
協
会
会

員
30
人
ま
で
は
1
人
、
30
人
を
超
え

る
場
合
に
は
30
人
ま
た
は
そ
の
端
数

を
増
す
ご
と
に
1
人
を
加
え
た
員
数

と
す
る
。」

　（
注
2
）
立
候
補
届
出
書
お
よ
び

選
挙
人
名
簿
（
17
年
2
月
1
日
付
）

は
既
に
各
地
区
医
師
会
長
宛
に
送
付

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
立
候
補
届
出

書
お
よ
び
選
挙
人
名
簿
は
本
協
会
事

務
局
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

「
新
類
型
」
の
提
案
に
向
け
た

議
論
を
進
め
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
う
や
っ
て
登
場
し
た
の

が
「
介
護
医
療
院
」
で
あ
る
。

　
国
は
法
案
提
出
に
あ
た
っ
て

の
資
料
で
、
同
院
は
要
介
護
者

に
対
し
「
長
期
療
養
の
た
め
の

医
療
」
と
「
日
常
生
活
上
の
世

話
（
介
護
）」
を
一
体
的
に
提

供
す
る
施
設
と
説
明
し
、
上
表

の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、「
現
行
の
介
護

療
養
病
床
の
経
過
措
置
期
間
に

つ
い
て
は
、
6
年
間
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
、
具

体
的
な
介
護
報
酬
・
基
準
・
転

換
支
援
策
は
、
介
護
給
付
費
分

科
会
等
で
議
論
す
る
と
い
う
。

　
新
類
型
そ
の
も
の
の
是
非

は
、
そ
れ
が
実
際
に
人
々
の
医

療
保
障
に
役
立
つ
か
ど
う
か
を

見
極
め
る
こ
と
な
し
に
判
断
で

き
な
い
。
施
設
基
準
（
最
低
基

準
）
が
ど
の
よ
う
に
設
計
さ
れ

る
か
、
介
護
報
酬
が
ど
の
よ
う

に
算
定
さ
れ
る
か
。
ま
た
国
は

「
医
療
内
包
型
」
と
「
外
付
け

型
」
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
示

し
て
い
る
が
（
上
図
）、
そ
の

狙
い
は
何
か
、注
視
が
必
要
だ
。

　
さ
ら
に
、
介
護
医
療
院
も
含

ん
だ
今
回
の
法
改
定
が
何
を
目

指
す
の
か
。
総
体
と
し
て
の
把

握
・
分
析
も
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
際
、
重
要
と
な
る
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
地
域
共
生
」
と
い
う
言

葉
で
あ
る
。（
関
連
4
面
）

　
※
1
　
法
案
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
読
む
こ
と

が
で
き
る
。

　http://w
w
w
.m
hlw

.
go.jp/topics/bukyoku/
soum

u/houritu/193.htm
l

　
※
2
　『
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
の
解
説
』

（
土
佐
和
男
編
著
・
法
研
刊
）

床
の
全
床
と
、
医
療
療
養
病
床

も
入
院
患
者
を
「
医
療
の
必
要

性
が
高
い
」
者
に
限
定
し
、
大

き
く
減
ら
す
こ
と
を
目
標
に
据

え
、
11
年
度
末
に
期
限
を
切
っ

た
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

　
し
か
し
11
年
の
介
護
保
険
法

改
正
に
あ
た
り
、「
介
護
療
養

病
床
の
老
健
施
設
等
へ
の
転
換

が
進
ん
で
い
な
い
現
状
を
踏
ま

え
」、
転
換
期
限
が
17
年
度
末

（
1₈
年
3
月
末
）
に
延
期
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
当
時
と
今
日
と
で
は
、「
地

域
医
療
構
想
」
の
存
在
と
い
う

大
き
な
違
い
が
あ
る
。

（図）療養病床の在り方等に関する特別部会（第４回）に
　　 事務局が提示した議論のたたき台（抜粋）

名 称

介護医療院
※�ただし、病院または診療所から新施設に転換
した場合には、転換前の病院または診療所の
名称を引き続き使用することができる。

機 能

要介護者に対し、「長期療養のための医療」と「日
常生活上の世話（介護）」を一体的に提供する（介
護保険法上の介護保険施設だが、医療法上は医
療提供施設として法的に位置付ける）。

開 設
主 体

地方公共団体、医療法人、社会福祉法人などの
非営利法人等

（表）

2 0 1 7 年 （平成 2 9 年） 3 月 1 0 日 第 2 9 9 4 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月 10日・25日発行

主な内容

地
区
と
の
懇
談
（
亀
岡
市
・
船
井
、与
謝
・
北
丹
）

�

（
2
面
）

市
施
設
統
廃
合
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く�

（
3
面
）

政
策
解
説
・
介
護
保
険
法
等
改
正�

（
4
面
）

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト： https://healthnet.jp　　　アミスサイト： https://amis.kyoto



　
協
会
は
1
月
14
日
、
亀
岡

市
・
船
井
医
師
会
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
た
。
地
区
か
ら
17

人
、協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し
、

亀
岡
市
医
師
会
の
森
戸
俊
典
副

会
長
の
司
会
で
開
会
し
た
。

　
冒
頭
、
同
会
の
藤
原
史
博
会

長
よ
り
「
本
日
は
何
年
か
ぶ
り

の
寒
波
だ
が
、
こ
の
寒
さ
と
同

じ
よ
う
に
厳
し
い
時
代
が
到
来

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
地
域

医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
間
案
が
示

さ
れ
、
今
後
、
行
政
か
ら
さ
ら

に
多
く
の
こ
と
を
要
請
さ
れ
る

時
代
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
で
さ

え
、
多
く
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
会
員
の
先
生
方
が
や
っ
て

い
け
る
の
か
と
不
安
に
な
る
。

山
積
す
る
課
題
が
社
会
情
勢
と

結
び
つ
い
て
い
る
。
日
ご
ろ
か

　
意
見
交
換
で
は
、
南

丹
医
療
圏
に
お
け
る
在

宅
医
療
の
問
題
に
つ
い

て
の
悩
み
が
出
さ
れ

た
。
2
0
2
5
年
に
向

け
て
ど
う
増
や
す
か
行

政
か
ら
意
見
を
求
め
ら

れ
た
が
、
現
在
、
在
宅

医
療
に
取
り
組
ん
で
い

る
先
生
は
手
一
杯
に

な
っ
て
お
り
、
頭
の
痛

い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
方

で
高
齢
者
施
設
が
多
い
た
め
、

在
宅
医
療
の
ニ
ー
ズ
を
国
の
推

計
値
通
り
と
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
の
実
態
に
あ
っ
た

ニ
ー
ズ
で
把
握
す
る
予
定
で
あ

る
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
か
ら
は
、

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
使
っ
て
医

療
の
必
要
推
計
値
を
算
出
す
る

か
ら
地
域
の
実
情
に
合
わ
な
い

の
だ
と
思
う
。
地
域
ご
と
に
ど

の
よ
う
な
医
療
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
か
を
各
医
師
会
で
把
握
し
て

推
計
値
を
出
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
回
答

し
た
。

　
ま
た
、
地
区
で
在
宅
医
療
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
実
感
か

ら
、
国
は
在
宅
医
療
の
必
要
性

を
謳
い
な
が
ら
、
厳
し
い
施
設

基
準
、
面
倒
な
算
定
要
件
を
設

定
し
在
宅
医
療
参
入
の
ハ
ー
ド

ル
を
上
げ
て
参
入
し
づ
ら
く
し

て
い
る
。
お
ま
け
に
今
次
改
定

で
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の

点
数
を
引
き
下
げ
、
現
場
の
苦

労
を
評
価
し
な
い
矛
盾
に
つ
い

　
協
会
は
与
謝
・
北
丹
医
師
会

と
の
懇
談
会
を
1
月
21
日
に
京

丹
後
市
に
て
開
催
。
与
謝
医
師

会
か
ら
7
人
、
北
丹
医
師
会
か

ら
6
人
、
協
会
か
ら
5
人
が
出

席
し
た
。
北
丹
医
師
会
の
斉
藤

治
人
会
長
か
ら
「
2
0
1
8
年

同
時
改
定
へ
の
対
抗
や
米
国
新

大
統
領
誕
生
の
医
療
へ
の
影
響

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
」
と
開
会
あ

い
さ
つ
。
進
行
は
同
医
師
会
の

安
井
俊
雄
副
会
長
。

　
協
会
か
ら
「
2
0
1
8
年
度

に
予
定
さ
れ
る
医
療
大
転
換
に

ど
う
対
抗
す
る
か
」
に
つ
い
て

話
題
提
供
し
、
意
見
交
換
を
行

い
、
最
後
に
与
謝
医
師
会
の
中

川
長
雄
会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ

で
締
め
く
く
っ
た
。

　
地
区
か
ら
、
集
団
的
個
別
指

導
等
の
あ
り
方
に
問
題
が
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
協
会
は
そ
の
廃
止
要

望
を
出
し
て
い
る
こ
と
や
近
畿

厚
生
局
に
代
替
日
提
示
と
予
定

を
早
く
知
ら
せ
る
よ
う
要
望

し
、
可
能
な
限
り
善
処
を
す
る

と
回
答
を
得
て
い
る
こ
と
を
報

告
。
し
か
し
、
欠
席
事
由
は
従

来
通
り
管
理
者
の
入
院
や
親
族

の
冠
婚
葬
祭
な
ど
し
か
認
め
な

い
こ
と
や
平
均
点
数
の
上
位
を

選
定
す
る
や
り
方
が
問
題
だ
と

し
た
。
ま
た
、
新
規
個
別
指
導

に
つ
い
て
は
内
容
が
厳
し
く

な
っ
て
い
て
、
指
摘
の
上
、
自

主
返
還
を
促
す
ケ
ー
ス
も
あ
る

こ
と
や
再
指
導
率
が
高
く
な
っ

　
2
月
8
日
の
中

医
協
の
総
会
で
、

2
0
1
8
年
度
の

診
療
報
酬
の
改
定

で
検
討
課
題
と

な
っ
て
い
る
「
遠

隔
診
療
」
を
め
ぐ
り
、
病
態
が

安
定
し
て
い
る
患
者
へ
の
対
面

診
療
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠

隔
診
療
の
検
討
を
求
め
る
支
払

い
側
と
、
対
面
診
療
の
原
則
を

強
く
求
め
、
過
度
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
遠
隔
診
療
の
推
進
に
慎
重

姿
勢
を
崩
さ
な
い
診
療
側
と
で

意
見
が
対
立
し
て
い
る
、
と
の

記
事
を
読
ん
だ
。

　
昨
年
夏
よ
り
遠
隔
診
療
に
関

す
る
Ｄ
Ｍ
が
頻
繁
に
府
内
各
診

療
所
に
送
ら
れ
、
協
会
内
で
話

題
と
な
っ
て
い
た
。
協
会
会
員

か
ら
も
、
こ
れ
は
大
丈
夫
な
の

か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
く
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
ま
だ
議
論
の
途

中
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
が
、
現
時
点
で
は
二
つ
あ

る
。

　
一
つ
目
は
、
医
薬
品
の
郵
送

で
あ
る
。
薬
局
で
は
医
薬
品
医

療
機
器
等
法
に
よ
り
要
処
方
箋

薬
の
郵
送
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

お
り
、
指
導
さ
れ
る
と
い
う

が
、
こ
の
件
に
関
し
厚
労
省
医

政
局
は
、
医
師
法
・
医
療
法
で

は
規
制
す
る
項
目
が
な
く
規
制

で
き
な
い
と
い
う
。
黙
認
の
状

況
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
医
師
法
第
20
条
に

抵
触
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

厚
労
省
は
「
あ
く
ま
で
直
接
の

対
面
診
療
の
補
完
だ
が
、
直
接

の
対
面
診
療
に
代
替
し
う
る
程

度
の
患
者
の
心
身
の
状
況
に
関

す
る
有
用
な
情
報
が
得
ら
れ
る

場
合
、
遠
隔
診
療
は
直
ち
に
医

師
法
第
20
条
等
に
は
抵
触
し
な

い
」
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　
だ
が
、「
遠
隔
診
療
」
で
花

粉
症
患
者
に
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬

を
処
方
す
る
際
、「
か
ぜ
ぎ
み

な
の
で
、
風
邪
薬
も
処
方
し
て

下
さ
い
」
と
い
わ
れ
て
、「
そ

れ
は
今
回
の
診
療
の
範
囲
に
入

り
ま
せ
ん
。
受
診
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
」
と
は
っ
き
り
言

い
切
れ
る
の
か
。
善
意
で
処
方

す
る
医
師
は
必
ず
い
る
だ
ろ

う
。
筆
者
は
急
病
診
療
所
で

「
の
ど
が
痛
い
」
と
い
っ
て
耳

鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
た
心
筋
梗

塞
患
者
を
診
た
こ
と
が
あ
る

が
、
同
じ
よ
う
に
「
の
ど
が
痛

い
」
と
言
わ
れ
て
、「
じ
ゃ

あ
、
薬
出
し
と
き
ま
す
ね
」
と

い
っ
て
診
療
終
了
後
に
患
者
に

何
か
あ
っ
た
場
合
、
単
な
る
医

事
紛
争
の
み
な
ら
ず
、
医
業
停

止
や
保
険
医
療
機
関
指
定
の
取

消
な
ど
の
問
題
に
発
展
し
な
い

と
い
え
る
の
か
。

　
安
易
な
「
遠
隔
診
療
」
の
導

入
は
、
必
ず
何
か
問
題
が
起
こ

る
だ
ろ
う
。

安
易
な
都
市
型「
遠
隔
診
療
」の

導
入
は
大
丈
夫
か
？

ら
、
患
者
の
立
場
、
開
業
医
の

視
点
で
検
討
し
、
保
険
診
療
の

あ
る
べ
き
姿
を
提
言
し
て
き
た

保
険
医
協
会
の
先
生
方
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
大

切
な
会
だ
。
最
後
ま
で
ご
討
議

て
、
国
が
何
を
し
た
い
の
か
わ

か
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
た
。

　
集
団
的
個
別
指
導
に
お
い

て
、
在
宅
医
療
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
区
の
会
員
が
高
圧
的
な

指
導
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、

協
会
は
高
圧
的
な
指
導
医
療
官

が
い
る
実
態
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
近
畿
厚
生
局
に
指
導
は

懇
切
丁
寧
で
あ
る
べ
し
と
改
善

を
求
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

た
。

　
最
後
に
、
船
井
医
師
会
の
玄

野
昌
実
会
長
か
ら
、「
格
差
社

会
に
な
っ
て
い
く
の
か
と
思
う

が
、
医
療
や
介
護
に
格
差
は
な

い
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
在
宅

医
療
を
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
先

生
方
は
行
政
指
導
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
下
げ
な
い
よ
う
に
、

理
不
尽
な
こ
と
が
あ
れ
ば
協
会

に
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
く
の
で
対
応
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
」
と
閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
さ
れ
た
。

て
い
る
こ
と
も
問
題
と
し
た
。

会
員
に
は
、
事
前
相
談
や
新
規

個
別
指
導
対
策
講
習
会
の
受
講

な
ど
協
会
サ
ポ
ー
ト
の
活
用
を

勧
め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。 

　
さ
ら
に
、
地
域
医
療
構
想
で

意
見
交
換
。
府
の
同
構
想
に
お

い
て
丹
後
地
域
の
医
療
従
事
者

確
保
に
つ
い
て
「
南
部
地
域
か

ら
の
人
材
誘
導
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
関
し
て
、
北
部
で
の

人
材
養
成
の
困
難
な
ど
が
語
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
地
区
か
ら
協
会
が
憲

法
や
原
発
な
ど
の
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
に
疑
義
が
示
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
協
会
か
ら

は
、
意
見
に
相
違
が
あ

る
場
合
は
丁
寧
に
議
論

し
な
が
ら
了
解
を
も

ら
っ
て
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
基
本

方
針
と
し
て
総
会
で
承

認
を
得
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
歴
史
認
識
に
つ

い
て
も
話
が
及
ぶ
と
、

会
員
か
ら
は
「
た
と
え

自
国
に
不
利
な
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
真
実
を
子
や
孫
に

伝
え
る
姿
勢
が
大
事
」「
保
険

医
で
あ
る
こ
と
以
外
は
、
会
員

の
考
え
は
さ
ま
ざ
ま
。
戦
争
が

命
と
健
康
の
敵
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
は
な
い
が
、
逆
が
真
で

は
な
い
。
医
療
の
根
源
に
立
ち

返
っ
て
命
と
健
康
を
守
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る

こ
と
が
肝
要
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
っ
た
。 

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
た
。
続
い
て
協
会
の
垣
田

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。
協
会
各

部
会
の
担
当
理
事
か
ら
各
部
会

の
報
告
を
行
っ
た
後
、
意
見
交

換
に
移
っ
た
。

　
総
務
省
は
、
今
年
5
月
に
市

区
町
村
か
ら
事
業
所
に
郵
送
さ

れ
る
住
民
税
の
「
特
別
徴
収
額

の
決
定
通
知
書
」
に
、
従
業
員

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
す
る

よ
う
指
示
す
る
文
書
を
送
付
し

て
い
る
。
市
区
町
村
が
指
示
通

り
に
実
施
す
れ
ば
、
医
療
機
関

を
含
む
事
業
所
に
厳
重
な
管
理

が
求
め
ら
れ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
供
に
つ
い
て
法
令

は
、
個
人
に
提
供
義
務
を
負
わ

せ
る
規
定
は
な
く
、
あ
く
ま
で

任
意
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
提
出
し
な
い
従
業
員
に

と
っ
て
は
、
自
ら
の
意
思
に
反

し
て
事
業
者
に
管
理
が
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
に

あ
た
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
カ
ー
ド
を
各
世
帯
に
配
達
し

た
際
は
、
簡
易
書
留
が
使
わ
れ

て
い
た
。
特
定
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
取
り
扱
う
際
は
簡
易
書
留
な

ど
の
郵
送
方
法
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
今
回
の
「
通
知

書
」
の
送
付
を
普
通
郵
便
で
行

う
予
定
の
市
区
町
村
も
あ
り
、

個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。

　
協
会
は
2
月
24
日
、
京
都
市

会
宛
に
▽
「
通
知
書
」
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
な
い
こ
と

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
欄
を

追
加
し
た
改
正
省
令
（
様
式
変

更
）
の
撤
回
な
ど
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
提
出
―
を
求
め
、

陳
情
書
を
提
出
し
た
。
2
月
27

日
に
は
、
府
内
市
町
村
議
会
に

陳
情
書
、
市
町
村
長
宛
に
要
望

書
を
送
付
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
陳
情
書
提
出

住
民
税「
通
知
書
」に
記
載
し
な
い
よ
う
求
め
る

　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
写
真
、

な
ん
で
も
結
構
で
す
（
８
０

０
字
程
度
）。
図
書
カ
ー
ド

贈
呈
。
ぜ
ひ
投
稿
下
さ
い
。

会
員
投
稿

募 

集 

中 

！

提
供
体
制
に
課
題
多
い
在
宅
医
療

亀
岡
市
・
船
井
医
師
会
と
懇
談

1
月
14
日
　
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か

出
席
者
23
人
で
開
催
さ

れ
た
亀
岡
市
・
船
井
医

師
会
と
の
懇
談

出
席
者
18
人
で
開
催
さ

れ
た
与
謝
・
北
丹
医
師

会
と
の
懇
談

集
団
的
個
別
指
導
の
あ
り
方
に
疑
問

与
謝
・
北
丹
医
師
会
と
懇
談

1
月
21
日
　
京
丹
後
市
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑
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協
会
は
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
２
月
19
日
に
開
催
。

少
し
寒
さ
の
和
ら
い
だ
日
曜
日
の
午
後
で
、
参
加
者
は

23
人
と
な
っ
た
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
京
都
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ

た
２
月
19
日
、
協
会
に
て
行
わ

れ
た
京
都
市
交
響
楽
団
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
元
京
響
の
主
席
フ
ル
ー

ト
奏
者
で
現
在
相
愛
大
学
教
授

の
清
水
信
貴
さ
ん
と
弦
楽
四
重

奏
で
、『
フ
ル
ー
ト
と
弦
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
で
名
曲
を
楽
し

む
』
と
い
う
企
画
で
し
た
。
カ

ル
テ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
田

村
安
祐
美
さ
ん
（1st V

n

）、

中
野
志
麻
さ
ん
（2nd V

n

）、

金
本
洋
子
さ
ん（V

a

）、
城
甲

実
子
さ
ん
（V

c

）
で
す
。
清

水
さ
ん
は
、
私
の
娘
が
フ
ル
ー

ト
を
師
事
し
て
い
る
先
生
の
師

匠
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
妻
と

娘
、
娘
の
先
生
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
ず
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
名
曲
「
デ
ィ
ベ
ル

テ
ィ
メ
ン
ト
K.
1
3
8
」
を

カ
ル
テ
ッ
ト
で
、
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
の
「
シ
リ
ン
ク
ス
」
を
フ

ル
ー
ト
の
ソ
ロ
で
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
は
大
変
粒
の
そ
ろ
っ
た
演
奏

で
一
気
に
引
き
込
ま
れ
、
フ

ル
ー
ト
で
は
幻
想
的
な
妖
精
の

世
界
観
を
十
分
に
堪
能
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ビ
オ
ラ
の

金
本
さ
ん
の
解
説
を
は
さ
み
な

が
ら
、
め
っ
た
に
演
奏
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
と
い
う
コ
リ
リ

幻
想
的
な
妖
精
の
世
界
感
を
堪
能

 

西
村 

康
孝
（
伏
見
）

文化企画

能
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
清

水
さ
ん
に
は
ア
ン
コ
ー
ル
で

バ
ッ
ハ
の
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
を
演

奏
し
て
い
だ
き
ま
し
た
。

　
演
奏
終
了
後
に
奏
者
の
方
々

を
交
え
、
色
々
な
音
楽
の
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
険
医
協
会
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

に
は
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、私
自
身
、バ
イ

オ
リ
ン
を
練
習
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
プ
ロ
の
方
々
の
演
奏

を
至
近
距
離
で
拝
聴
で
き
、
ま

た
お
話
ま
で
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
感
動
も
の
で
し
た
。

是
非
ま
た
こ
の
よ
う
な
企
画
に

は
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ア
ー
ノ
の
「V

oyage

」

を
カ
ル
テ
ッ
ト
と
フ
ル
ー

ト
で
協
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ト
を
つ

け
た
弦
楽
器
の
幽
玄
な
響

き
の
中
で
の
フ
ル
ー
ト
は

大
変
印
象
的
で
、
あ
ま
り

メ
ジ
ャ
ー
な
曲
で
な
い
こ

と
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

で
し
た
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

の
「
月
の
光
」
と
「
愛
の

賛
歌
」
は
素
晴
ら
し
い
編

曲
で
、
最
後
に
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
「
フ
ル
ー
ト
カ
ル

テ
ッ
ト
K.
2
8
5
」
を
堪

市
の
あ
か
ら
さ
ま
な
産
業
化
政
策

医
療
・
福
祉
の
保
障
は
市
民
の
権
利
だ

市
は
自
治
体
と
し
て
の
存
在
意
義
見
直
し
を

　
協
会
も
参
加
す
る
京
都
市
3

施
設
の
合
築
方
針
を
考
え
る
実

行
委
員
会
は
2
月
2
日
、「
京

都
市
3
施
設
合
築
方
針
を
考
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ムV

ol.3

」
を
京

都
市
中
京
区
の
京
都
ア
ス
ニ
ー

で
開
催
、
57
人
が
参
加
し
た
。

司
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
祉
ひ
ろ

ば
の
池
添
素
氏
。
冒
頭
、
渡
邉

賢
治
副
理
事
長
が
主
催
者
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
京
都
市
児
童
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
京
都
市
こ
こ
ろ

の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
京
都

市
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

推
進
セ
ン
タ
ー
の
「
3
施
設
合

築
」
の
背
景
に
は
、
自
治
体
を

経
済
成
長
の
道
具
に
し
よ
う
と

す
る
国
家
戦
略
が
あ
る
。
市
の

方
針
転
換
を
目
指
し
た
い
と
述

べ
た
。

　
続
い
て
、
京
都
大
学
の
岡
田

知
弘
教
授
が
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
市
場
化
と
公
共
施
設
の
統
廃

合
政
策
―
3
施
設
合
築
の
背
景

―
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
。

合
築
問
題
は
国
の
「
地
方
創

生
」
戦
略
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
市

場
化
政
策
の
一
環
と
し
て
生
じ

て
お
り
、
安
倍
政
権
の
「
地
方

創
生
」
政
策
が
、
地
方
創
生
総

合
戦
略
づ
く
り
を
進
め
、
重
点

分
野
に
「
移
住
」「
雇
用
」「
子

育
て
」「
地
域
間
の
連
携
」
と

と
も
に
「
行
政
の
集
約
と
拠
点

化
（
拠
点
都
市
の
公
共
施
設
・

サ
ー
ビ
ス
の
集
約
）
を
掲
げ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
総
務
省
は

「
公
共
施
設
等
管
理
計
画
」
を

自
治
体
に
求
め
、

財
政
措
置
も
行

い
、
公
共
施
設
の

「
除
去
」「
集
約

化
・
複
合
化
」

「
転
用
」
へ
誘
導

し
て
い
る
。
住
民

と
現
場
の
声
を
尊

　
続
い
て
、
実
行
委
員
会
が
基

調
報
告
。
市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病

院
廃
止
か
ら
始
ま
っ
た
今
回
の

問
題
は
、
京
都
市
の
「
観
光
集

客
行
政
」
と
「
資
産
有
効
活

用
」
方
針
が
根
底
に
あ
り
、
医

療
・
福
祉
を
保
障
す
る
公
的
責

任
に
背
を
向
け
、
福
祉
観
・
人

権
感
覚
・
子
ど
も
観
に
疑
問
符

の
つ
く
市
の
特
異
性
を
分
析
す

る
必
要
性
を
強
調
。
3
施
設
合

築
を
立
ち
止
ま
ら
せ
、
本
当
に

子
ど
も
の
育
ち
、
障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
権
利
保
障
の
た
め
に

市
が
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
を

考
え
さ
せ
た
い
と
訴
え
た
。

　
「
現
場
か
ら
の
報
告
」
で

は
、
こ
ど
も
た
ち
の
保
育
療
育

を
よ
く
す
る
会
の
市
原
真
理
氏

が
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
が

創
設
さ
れ
、
障
害
児
通
所
支
援

へ
の
民
間
事
業
者
参
入
、
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
に
誕

生
す
る
状
況
の
下
、
子
ど
も
の

発
達
を
保
障
し
得
る
療
育
の
質

が
問
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
。
ま

た
、
市
リ
ハ
セ
ン
の
看
護
師
で

あ
る
一
条
壮
彦
氏
は
、
附
属
病

院
廃
止
後
、
医
療
職
が
医
療
に

直
接
か
か
わ
れ
な
い
状
況
を
報

告
。
京
都
市
職
員
労
働
組
合
の

永
戸
有
子
氏
は
、
福
祉
関
連
の

公
務
職
場
の
縮
小
・
廃
止
問
題

の
経
過
を
、
保
健
師
の
井
上
淳

美
氏
は
、「
子
ど
も
若
者
は
ぐ

く
み
局
」
創
設
を
め
ぐ
る
状
況

を
報
告
。
各
区
の
保
健
師
業
務

が
細
分
化
さ
れ
、
必
要
な
人
員

が
確
保
で
き
る
の
か
、
危
惧
を

表
明
し
た
。

　
フ
ロ
ア
か
ら
は
垣
田
さ
ち
子

理
事
長
も
発
言
。
こ
う
し
た
実

情
が
京
都
市
会
で
な
ぜ
問
題
に

な
ら
な
い
の
か
。
本
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
よ
う
に
公
務
の

現
場
の
方
々
が
、
市
民
の
立
場

か
ら
声
を
あ
げ
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て

い
る
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
採
択
し
た
ア
ピ
ー
ル

は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

　
「
ど
れ
だ
け
観
光
客
が
増
え

て
も
、
京
都
市
に
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
や
、
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
市
民
が
蔑
ろ
に
さ
れ
る
な
ら

ば
、
そ
の
都
市
に
未
来
は
な

く
、
そ
の
行
政
に
存
在
意
義
は

あ
り
ま
せ
ん
。
京
都
市
が
、
地

方
自
治
体
と
し
て
、
本
来
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

そ
し
て
、
何
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
地
方
自
治
体

と
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の

か
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
考

え
て
ほ
し
い
」。

重
し
た
計
画
と
整
備
・
運
営
方

法
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。
他
の

分
野
に
お
け
る
公
共
施
設
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
政
策
に

対
す
る
運
動
と
の
横
断
的
連
携

が
必
要
と
強
調
し
た
。

幽
玄
な
響
き
に
酔
い
し
れ
て

演
奏
後
の
解
説
も
楽
し
み
に

 

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
く

日　時 4 月 8 日（土）
 午後２時～４時
 （講演後、午後４時～総会議事）
場　所 大谷ホール（しんらん交流館２Ｆ）
 烏丸通花屋町西入ル（東本願寺の北隣）

内　容 Ⅰ． 西の原発銀座を
「第二のフクシマ」に
させないために

  福井県医療生活協同組合光陽生協クリニック・院長 平野 治和 氏
 Ⅱ．福井における原発訴訟の現状
  原発問題住民運動福井県連絡会・事務局長 林　広員 氏
主　催 核戦争防止・核兵器廃絶を訴える京都医師の会
 ＩＰＰＮＷ京都府支部

参加無料
要申込

（定員100人）

市民公開講演会

　協会子会社のアミスホームページでは、各医
療機関で備えてもらうための「災害等緊急時対
応マニュアル」ひな型をご用意しています。
　ぜひ一度、ご覧下さい。

アミス（http://www.amis.kyoto/）→  医院経営支援  をク
リック→  医院経営のこれから  をクリックし、入ったページ
の下段にマニュアルのひな型があります

アクセス
方法

医療機関の防災対策は万全ですか?!

月刊保団連臨時増刊

『保険医のための防災対策必携』
 会員特価 500円

反核京都医師の会
第37回定期総会

京
都
市
は
市
民
の
健
康
守
る
行
政
を

 
市
施
設
の
統
廃
合
巡
り
第
3
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

背景問題を解説した岡田氏

　頻発する地震や豪雨、そして豪雪。自然災害は、医療機関にも多大な影
響を及ぼしますが、日常的な対策をとることによって被害を最小限にとど
めることは可能です。また、被災からの復旧・復興に向けた諸制度を把握
しておくことによって、医療提供体制の復旧・復興を早めることも！
　そのための必携本として、月刊保団連臨時増
刊『保険医のための防災対策必携』が発行され
ました。お申込みは京都協会まで。

五条通

烏
丸
通

西
洞
院
通

東
本
願
寺

花屋町通

地下鉄
五条駅大谷ホール

どなたでもご参加いただけます！

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 3 月 1 0 日 第 2 9 9 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月 10日･25日発行



　国会上程された介護保険法等改正案の意図を読み
解くのに、「地域共生社会」は重要なキーワードで
ある。
　改正法案の説明スライドは、「③地域共生社会の
実現に向けた取組みの推進」と題して、「我が事・
丸ごと」の地域福祉推進の理念を規定し、その実現
に向けた市町村の包括的な支援体制をつくり、地域
福祉計画を策定すること。さらにその理念を具現化
する新サービスとして、「共生型サービス事業」の
創設を盛り込んだ。これは「障害福祉サービス事業
所等であれば、介護保険事業所の指定も受けやすく
する特例を設ける（逆も同じ）」ことで、高齢者と
障害児者が同一事業所でサービスを受けやすくする
ためと説明されている。
　「地域共生社会」や「我が事・丸ごと」と、当然
のように書かれているが、これは一体何なのか。
　厚生労働省は2016年７月15日、「我が事・丸ごと」
地域共生社会実現本部を設置。17年２月７日に「『地
域共生社会』の実現に向けて（当面の改革工程）」
をとりまとめた。「工程」発表にあたってのプレス
リリースでは「今後、厚生労働省は地域共生社会の
実現を基本コンセプトとして、本年の介護保険制度
の見直し、18年度の介護・障害福祉の報酬改定、さ
らには、18年度に予定される生活困窮者自立支援制
度の見直しなどの機会をとらえ、具体的な改革を
行」うと述べられている※１。
　「工程」を読むと、おぼろげに国が考えているこ
とが見えてくる。
　「地域共生社会」とは、今回の改正法案の題名に
冠された従来の「地域包括ケアシステム」の概念が、
高齢者を対象としていたのに対し、その基本的な考
え方を全世代対象の医療・全福祉種別に拡大する。
　「工程」は「地域共生社会」を、「制度・分野ごと
の『縦割り』や、『支え手』『受け手』という関係を
超えて、地域住民や地域の多様な主体が、『我が事』
として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超
えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの
暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会」、
と定義する。
　「工程」が述べる「地域共生社会」の実現が求め
られる背景は、おおよそ次のようなことだ。かつて

※１  全文参照は
　　 http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000150534.html

は地域の相互扶助や家族の助け合いが、子育てや介
護などの支援を担っていた。だが、とりわけ高度経
済成長以降の社会の変化によって「地域や家庭が果
たしてきた役割の一部を代替する必要性が高まって
きた」。そこで「公的な支援制度」ができた。
　だが、「公的な支援制度」は縦割りであり、例え
ば介護と育児に同時に直面する世帯（ダブルケア）
等、福祉分野・保健医療・就労にまたがって支援を
必要とする人が増えた。
　そこで、今後の「公的支援」の在り方を「縦割
り」から「丸ごと」へ転換する。
　さらに、「制度が対象としないような身近な生活問
題」（例えば、電球の交換や買い物、通院のための移
動）や「制度の狭間」（例えば、軽度認知症や精神障害を
抱えていても受給要件を満たさない場合）へ対応す
べく「他人事」から「我が事」へ「地域において、住民
がつながり支えあう取組を育んでいく」。
　美しいことが書いてあるが、本当に正しいのだろ
うか。ここに書かれているところの「公的な支援制
度」という言葉一つとっても、なぜ、「社会保障」
と呼ばないのか。またそれが社会保障を指すのだと
したとき、それは家族や地域の「代替」なのだろう
か。
　確かに、現状の社会福祉制度の手が届かないニー
ズは存在するだろう。制度があらかじめ決めた枠内
に収まりきらないがゆえにサービスの受けられない
人たちは存在するだろう。だが、そうした人たちが
福祉の対象者ではないという決めつけは間違いであ
る。そうした人たちに対し、同じ地域に暮らす人た
ちが心配して、「支援」することは有り得るし、ぜ
ひそうした関係性は築きたい。しかし、だからと
いってそうしたニーズの受け皿が本来的に「地域住
民」だと決めつけることは間違いである。
　つまり真実は、家族や地域が貧しい社会保障を
「代替」してきたのであり、求められているのは、
国・地方自治体の公的責任の強化なのである。した
がって「工程」に書かれていることは完全に逆転し
た議論だ。繰り返すが、高齢、障害、貧困等、様々
な地域の困難課題を前にして、NPO法人や住民が
主体的に支援を担うことは素晴らしいことだ。だ
が、それを国や自治体が「組織化」し、社会保障を

果たすべき国・自治体の責任が、免責されることは
有り得ないし、あってはならないのである。
　今回の介護保険法等改正法案の対象は介護保険法
のみならず、社会福祉法・健康保険法・児童福祉
法・医療法・障害者総合支援法・地域保健法・生活
保護法等、多岐にわたる。そのうち社会福祉法改正
法案には第４条（地域福祉の推進）に、「地域住民
等」が地域課題を把握し、「関係機関」との連携に
よりその「解決を図る」ことを「留意」する項目の
追加が提案されている。そんなことを法定すること
に違和感を覚えないだろうか。
　16年の「骨太方針」第６章「成長と分配の好循環
の実現」に、「地域共生社会の実現」はすでに登場
していた。同時に公表された「ニッポン一億総活躍
プラン」にも「4.『介護離職ゼロ』に向けた取組の
方向」として、それが書かれている。経済・財政一
体改革を進め、医療・福祉への公的支出を抑制し、
あわよくば産業化し経済成長に役立てる国家方針に
沿って、「地域共生社会」は叫ばれているのである。
　今法案には、「保険者機能強化策」として、市町
村が国からのデータ提供を受け、地域課題を分析。
それに基づく効果的な介護予防策（地域支援事業・
総合事業）を展開し、その結果、要介護状態が改善
した保険者に対しては、財政的なインセンティブを
与える仕組みが提案された。「一定以上所得者に対
する利用料３割負担導入」も提案され、年金収入年
額340万円以上の方の利用料を３割化するという。
　また、当初は法案に盛り込む予定で先送りされた
ものに「軽度者の生活援助の原則自己負担化」や「福
祉用具の原則自己負担化」、要介護１・２と判定さ
れた人への通所介護の給付除外がある。これらも次
回以降の改正法案に反映されることは間違いない。
　こうした負担増や給付縮小を進めれば進めるほ
ど、「工程」がいうところの福祉サービスが届かな
い生活問題の範囲は拡大し、「制度の狭間」は深
く、広くなる。それらをすべて「地域共生社会」で
受け止めよとするこの流れを止めなければ、患者さ
んや住民の生命と健康を守ることはできない。

住民同士の支えあい狙う「我が事・丸ごと」スローガン（
1
面
つ
づ
き
）

　国会上程された介護保険法等改正案の意図を読み は地域の相互扶助や家族の助け合いが、子育てや介 果たすべき国・自治体の責任が、免責されることは

心配されるのは公的責任後退・サービス縮小

地域包括ケアの深化・地域共生社会の現実
（2016年７月15日・厚生労働省）より
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（
0
歳
男
児
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
母
親
は
37
歳
で
初
産
婦
だ
っ

た
。
前
期
破
水
し
骨
盤
位
で

あ
っ
た
た
め
、
翌
日
に
産
婦
人

科
医
師
3
人
と
麻
酔
科
医
師
1

人
に
よ
る
緊
急
帝
王
切
開
を
施

行
し
た
。
臀
部
が
発
露
す
る
ま

で
は
若
干
手
間
取
っ
た
が
、
そ

れ
以
降
は
ス
ム
ー
ズ
に
娩
出
し

た
。
男
児
の
Ａ
Ｐ
ス
コ
ア
は
10

点
、
体
重
2
8
6
0
ｇ
で
観
察

異
常
な
し
。
と
こ
ろ
が
2
日
後

に
右
下
腿
浮
腫
を
認
め
、
そ
の

3
時
間
後
に
右
大
腿
腫
脹
が
著

明
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
整
形
外

科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
Ｘ
―

Ｐ
上
、
右
大
腿
骨
骨
幹
部
骨
折

が
判
明
し
た
。

　
患
者
側
は
、
当
初
、
カ
ル
テ

開
示
の
要
求
を
し
た
が
、
実
際

に
は
開
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
十

分
な
治
療
を
求
め
た
後
に
賠
償

請
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
男

児
の
骨
折
は
娩
出
時
に
右
大
腿

部
に
負
担
が
か
か
り
、
そ
の

後
、
自
動
的
も
し
く
は
他
動
的

　
福
祉
の
大
転
換
が
急
速
に
進
め

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
医
療
に

も
密
接
に
関
係
し
て
く
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
2
月
7
日
、

「『
地
域
共
生
社
会
』
の
実
現
に
向

け
て
（
当
面
の
改
革
工
程
）」
と

い
う
プ
ラ
ン
を
公
表
し
た
。

　
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
と
い
う

政
策
の
出
発
点
と
な
る
文
書
で
、

介
護
保
険
、
障
害
者
福
祉
、
生
活

困
窮
者
支
援
な
ど
の
見
直
し
を
進

め
、
2
0
2
0
年
代
初
頭
の
全
面

展
開
を
め
ざ
す
と
い
う
。

　
骨
格
は
、
①
制
度
・
分
野
ご
と

の
縦
割
り
を
改
め
て
、
総
合
的
な

相
談
支
援
体
制
を
つ
く
る
②
支
え

手
・
受
け
手
と
い
う
関
係
を
、
住

民
の
主
体
的
な
支
え
合
い
に
変
え

る
③
多
様
な
担
い
手
の
参
画
や
産

業
と
の
連
携
で
地
域
の
つ
な
が
り

を
強
化
す
る
④
対
人
援
助
職
の
共

通
基
礎
課
程
の
創
設
な
ど
で
専
門

人
材
を
活
用
す
る
―
―
で
あ
る
。

　
安
倍
政
権
下
の
政
策
と
し
て
頭

か
ら
否
定
的
に
見
る
人
も
い
る

が
、
厚
労
省
内
の
チ
ー
ム
に
よ
る

「
新
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
」（
15
年
9

月
）
を
土
台
に
し
た
も
の
で
、
基

本
的
に
は
官
僚
主
導
で
あ
る
。

　
複
合
的
な
課
題
へ
の
相
談
援

助
、
社
会
的
孤
立
の
防
止
、
縦
割

り
是
正
、
住
民
参
加
と
い
っ
た
理

念
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

　
高
齢
者
医
療
・
介
護
の
関
係
機

関
が
協
議
・
連
携
す
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
」
を
、
生
活
関
連
の
全
分

野
に
広
げ
る
内
容
で
も
あ
る
。

　
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
財

政
支
出
の
抑
制
を
も
く
ろ
ん
だ
も

の
で
、
公
的
責
任
の
後
退
、
サ
ー

ビ
ス
の
縮
小
に
な
る
の
で
は
、
と

い
う
点
だ
。
確
か
に
、
背
景
に
は

介
護
保
険
制
度
の
破
綻
が
あ
る
。

保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
し

て
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
何
と

か
し
よ
う
と
い
う
安
易
な
発
想
の

延
長
線
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

　
地
域
の
状
況
、
自
治
体
の
財
政

力
、
や
る
気
に
よ
っ
て
極
端
な
地

域
差
が
生
じ
か
ね
な
い
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
全
域
に
置
く
か
、
介
護
保
険
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
全
分

野
の
窓
口
に
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
だ
か
ら
、
現
場
の
人
材
や
力
量

に
よ
る
地
域
差
も
生
じ
る
。

　
と
は
い
え
、
理
念
が
さ
ほ
ど
間

違
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
注
文

や
対
案
が
必
要
で
あ
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域
福
祉
を
担

う
主
体
の
決
め
方
、
優
秀
な
人
材

の
確
保
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

専
門
性
の
認
識
だ
と
考
え
る
。

　
官
僚
主
義
の
脱
却
、
住
民
主
体

を
言
う
な
ら
、
民
間
組
織
を
核
に

す
べ
き
だ
ろ
う
。
市
町
村
か
ら
の

委
託
だ
と
役
所
と
上
下
関
係
に
な

る
の
で
、
独
立
し
て
公
的
財
源
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
し
つ
つ
、
住

民
の
意
思
を
反
映
す
る
仕
組
み
が

望
ま
し
い
。
社
会
福
祉
協
議
会
だ

と
、
役
所
の
下
請
け
・
天
下
り
先

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
高
齢
・
障
害
・
子
ど
も
・
貧
困

な
ど
の
福
祉
に
加
え
、
医
療
・
雇

用
・
教
育
・
住
ま
い
・
産
業
・
権

利
擁
護
、
司
法
ま
で
対
応
せ
よ
と

い
う
の
は
、
大
変
な
こ
と
だ
。

　
今
回
の
文
書
に
は
出
て
来
な
い

が
、
寄
り
添
い
続
け
る
伴
走
型
の

支
援
も
重
要
な
は
ず
だ
。

　
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
社
会
制
度

を
理
解
し
、
親
身
な
支
援
が
で

き
、
住
民
や
関
係
機
関
と
良
い
関

係
を
築
け
る
。
そ
ん
な
ス
ー
パ
ー

マ
ン
が
日
本
に
何
人
い
る
の
か
。

少
な
く
と
も
司
令
塔
や
現
場
の
核

と
な
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

相
当
な
好
待
遇
で
募
集
し
、
育
成

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
化
を
む

や
み
に
求
め
る
の
は
無
理
が
あ

る
。
現
代
人
の
意
識
や
地
域
住
民

が
持
つ
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
直
視
し

な
い
と
い
け
な
い
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
も
あ
る
。

　
と
に
か
く
難
題
で
あ
る
。
住
民

で
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
軽
く
考
え

て
い
た
ら
、
福
祉
は
崩
壊
す
る
。

「
地
域
福
祉
の
全
面
展
開
」は
簡
単
で
は
な
い

運
動
に
よ
り
発
生
し
た
可
能
性

が
極
め
て
高
い
と
推
測
し
た
。

ま
た
、
発
症
時
期
が
48
時
間
も

か
か
っ
て
い
る
の
は
分
娩
時
外

傷
と
し
て
は
遅
い
が
、
そ
の
理

由
と
し
て
は
軽
い
骨
折
が
す
で

に
起
こ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
た
。
予
後
に
つ
い

て
は
男
児
が
新
生
児
で
あ
っ
た

の
で
、
最
低
で
も
1
年
間
は
様

子
を
見
る
必
要
が
あ
っ
た
。
男

児
に
特
段
に
骨
折
し
や
す
い
体

質
が
あ
る
か
否
か
遺
伝
子
の
検

査
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
仮
に
術
直
前
に
エ

コ
ー
を
撮
っ
て
い
れ
ば
、
切
開

部
位
が
多
少
異
な
り
骨
折
に
至

ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
否
定
は

で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

な
お
、
術
前
の
説
明
で
、
母
体

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
通
常
通

り
行
っ
た
が
、
男
児
の
リ
ス
ク

に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
年
7
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
卒
後
4
年
の
産
婦
人
科
医
師

が
当
該
医
師
で
あ
っ
た
が
、
仮

に
ベ
テ
ラ
ン
の
医
師
で
あ
っ
て

も
、
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
可
能

性
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

胎
児
は
骨
盤
位
で
、
か
な
り
下

が
っ
て
い
た
こ
と
が
レ
ン
ト
ゲ

ン
で
判
明
し
て
い
た
の
で
、
エ

コ
ー
等
を
撮
っ
て
よ
り
慎
重
に

す
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

　
な
お
、
上
司
の
医
師
が
「
自

分
な
ら
こ
ん
な
事
故
に
は
な
ら

な
か
っ
た
」
と
発
言
し
た
経
緯

が
あ
っ
た
が
、
根
拠
に
薄
く
院

内
の
人
間
関
係
や
体
制
に
疑
問

を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

医
療
安
全
は
組
織
が
一
丸
と

な
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
当
該
医
療
機
関
の
環

境
に
は
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
先
述
の
通
り
、
医
療
機

関
側
が
事
実
上
の
過
誤
を
認
め

た
形
と
な
っ
た
た
め
、
賠
償
責

任
を
半
分
程
度
は
持
つ
べ
き
と

判
断
さ
れ
た
。

〈
結
果
〉

　
完
全
な
過
誤
と
は
判
断
し
難

い
が
、結
局
、医
療
機
関
側
は
全

面
的
に
過
誤
を
認
め
て
、
患
者

の
症
状
固
定
後
に
示
談
し
た
。

紛

争

発

端

の

一

言

「
私
が
診
て
さ
え
い
れ
ば
…
」

　
Ｑ
、
一
軒
家
に
お
住
い
の
ご

夫
婦
に
訪
問
診
療
を
月
に
1
回

行
っ
た
場
合
、
訪
問
診
療
料
と

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
は
同

一
建
物
居
住
者
の
場
合
の
点
数

と
単
一
建
物
診
療
患
者
数
2
〜

9
人
の
点
数
を
算
定
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
か
？

　
Ａ
、
一
軒
家
に
お
住
い
の
夫

婦
や
親
子
の
場
合
等
、
同
居
す

る
同
一
世
帯
の
複
数
の
患
者
に

対
し
て
診
療
し
た
場
合
、
在
宅

患
者
訪
問
診
療
料
は
、
同
一
建

物
居
住
者
の
場
合
の
点
数
に
な

ら
ず
、
1
人
は
同
一
建
物
居
住

者
以
外
の
点
数
（
8
3
3
点
）

を
算
定
し
、
2
人
目
以
降
は
同

一
患
家
2
人
目
と
し
て
再
診
料

（
＋
外
来
管
理
加
算
な
ど
）
を

算
定
し
ま
す
。

　
一
方
、
在
宅
時
医
学
総
合
管

理
料
は
、
同
居
す
る
同
一
世
帯

の
患
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
単
一
建
物
診
療
患
者
数
1
人

の
点
数
を
算
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、

再
診
料
を
算
定
す
る
患
者
の
レ

セ
プ
ト
の
摘
要
欄
に
は
「
同
一

患
家
2
人
目
」
と
注
記
し
て
下

さ
い
。

　
協
会
と
京
都
民
医
連
、
内
部

被
曝
か
ら
子
ど
も
を
守
る
会
・
関
西
が
実
行
委
員
会
と
な
っ

て
、
14
年
度
よ
り
年
に
一
度
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
守
り
た
い

16
年
度
避
難
者
集
団
健
診
を
開
催

避
難
者
集
団
健
診
を
開
催
。
福

島
第
一
原
発
事
故
当
時
、
18
歳

ま
で
の
方
を
対
象
に
、
血
液
や

尿
検
査
、
甲
状
腺
の
エ
コ
ー
検

査
、
医
師
の
問
診
を
行
っ
て
い

る
。
協
会
か
ら
も
内
科
あ
る
い

は
小
児
科
の
医
師
を
健
診
医
と

し
て
派
遣
し
て
い

る
。
16
年
度
の
受
診

者
は
68
人
、
う
ち
2

人
が
尿
検
査
の
み
。

　
エ
コ
ー
判
定
結
果

は
結
節
や
の
う
胞
な

し
の
Ａ
1
が
18
人

（
27
・
2
％
）、
5
・

0
㎜
以
下
の
結
節
や

20
・
0
㎜
以
下
の
の

う
胞
が
認
め
ら
れ
る

Ａ
2
が
48
人
（
72
・

7
％
）
で
、
年
々
Ａ

2
の
比
率
が
上
昇
し

て
い
る
が
、
年
齢
に

よ
る
変
化
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。5
・
1
㎜
以

上
の
結
節
や
20
・
1
㎜
以
上
の

の
う
胞
が
認
め
ら
れ
る
Ｂ
判

定
、
た
だ
ち
に
2
次
検
査
を
要

す
る
Ｃ
判
定
は
な
か
っ
た
。
な

お
、今
回
の
う
胞
で
は
な
く
、

初
め
て
5
㎜
以
下
の
結
節
に
よ

る
Ａ
2
判
定
が
2
人
と
な
り
、

今
後
の
経
過
観
察
と
な
っ
た
。

　
当
日
は
健
診
だ
け
で
な
く
、

交
流
も
目
的
の
一
つ
と
し
、
ア

ロ
マ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
ブ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
ま

た
、
医
療
の
み
な
ら
ず
、
法

律
、
教
育
な
ど
の
専
門
家
を
配

置
し
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い

る
。
例
年
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
は

子
ど
も
た
ち
向
け
に
映
画
な
ど

を
上
映
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
人
気
だ
。
今
後
も
継
続
し

て
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

避難者集団健診の歩みと当事者の声

価格　1,000円（税込み）
発行　３月11日
避難者健診実行委員会　編

　
2
0
1
4
年
か
ら
実
行
委
員
会
と
し
て
実
施
す
る
よ

う
に
な
っ
た
避
難
者
集
団
健
診
。

　
避
難
者
も
支
援
者
も
思
い
は
一
つ
で
す
。「
子
ど
も

た
ち
の
健
康
を
守
り
た
い
」「
公
費
に
よ
る
健
診
を
」。

実
行
委
員
会
で
は
こ
の
取
り
組
み
を
1
冊
の
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
下
さ

い
。
お
問
合
せ
は
協
会
ま
で
。

―東日本大震災・原発事故後、
 医療・法曹・教育にできること―

ＤＣゴールドカードのご案内

一
軒
家
に
住
む
夫
婦
へ
の

訪
問
診
療
・
在
医
総
管
の
算
定
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

68

金
融
共
済
委
員
会

（
2
／
22
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
2
件
、
加
入
1
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
1
件
を
審
査
し
全
件
可
決
し

ま
し
た
。

　京都クレジットサービス㈱と提携して
いるゴールドカードは、京都府保険医協
会の会員は個人・家族・法人カードとも
年会費は永久無料です。
　有利な特典も備えております。ぜひご
入会をご検討下さい。

年会費永久無料

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 3 月 1 0 日 第 2 9 9 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 10日･25日発行

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
57



　
英
国
海
軍
は
42
年
5
月
、

ヴ
ィ
シ
ー
政
府（
※
）下
の
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
北
部
デ
ィ
エ
ゴ
・
ス

ア
レ
ス
（
現
在
の
ア
ン
ツ
ィ
ラ

ナ
ナ
）
を
占
領
す
る
。
ド
イ
ツ

か
ら
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
ヴ
ィ

シ
ー
政
府
軍
の
援
護
を
要
請
さ

れ
た
日
本
海
軍
は
潜
水
艦
部
隊

を
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
沖
に
派
遣
し

た
。
5
月
30
日
、「
特
殊
潜
航

艇
」
と
呼
ば
れ
る
全
長
約
24

メ
ー
ト
ル
、
2
人
乗
り
の
小
型

潜
水
艇
（
通
常
は
潜
水
艦
の

「
背
中
」
に
乗
っ
て
移
動
し
、

戦
域
近
く
で
母
艦
を
離
れ
、
標

的
に
近
づ
い
て
魚
雷
攻
撃
す

る
）
を
攻
撃
に
向
か
わ
せ
、
2

艇
の
特
殊
潜
水
艇
は
魚
雷
攻
撃

で
英
戦
艦
ラ
ミ
リ
ー
ズ
を
大

破
、
タ
ン
カ
ー
を
撃
沈
す
る
。

そ
の
後
、
2
人
は
上
陸
し
英
軍

に
切
り
込
み
戦
死
、
1
艇
は
湾

外
で
座
礁
し
、
乗
組
員
の
2
人

は
漁
民
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
島
に
上
陸
。
母
艦

と
の
合
流
地
点
で
あ
る
島
北
部

に
徒
歩
で
向
か
っ
た
が
、
北
部

荒
野
で
英
国
軍
に
囲
ま
れ
、
降

伏
勧
告
に
応
じ
ず
、
拳
銃
と
日

本
刀
し
か
持
た
ぬ
銃
撃
戦
の

末
、
殺
害
さ
れ
た
。「
特
殊
潜

航
艇
」
が
戦
果
を
あ
げ
た
が
、

日
本
側
に
も
4
人
の
戦
死
者
を

出
し
、
ま
た
戦
線
が
延
び
る
こ

と
を
望
ま
な
か
っ
た
日
本
軍
は

さ
ら
な
る
上
陸
、
攻
撃
は
行
わ

な
か
っ
た
。
1
9
9
7
年
現
地

に
「
特
潜
四
勇
士
慰
霊
碑
」
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
同
国
の
面
積
は
日
本
の
約

1
・
6
倍
、
人
口
は
2
4
2
4

万
人
で
ア
フ
リ
カ
大
陸
系
、
マ

レ
ー
系
（
有
力
な
部
族
は
メ
リ

ナ
、ベ
ツ
ィ
レ
ウ
）、そ
の
他
の

部
族
約
18
よ
り
な
り
、
宗
教
は

キ
リ
ス
ト
教
41
％
、
伝
統
宗
教

52
％
、
イ
ス
ラ
ム
教
7
％
で
あ

る
。
日
本
の
援
助
実
績
を
見
る

と
、
2
0
1
4
年
度
ま
で
の
累

積
は
有
償
資
金
協
力
1
0
7
億

円
、
無
償
資
金
協
力
6
3
8
億

円
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
実

績
1
9
1
億
円
。
11
年
主
要
援

助
国
は
日
本
（
1
億
9
0
0
0

万
米
ド
ル
以
下
同
じ
）、
フ
ラ

ン
ス
（
7
9
0
0
万
）、
米
国

（
5
5
0
0
万
）、
ド
イ
ツ
（
1

4
0
0
万
）、
ノ
ル
ウ
ェ
ー（
1

3
0
0
万
）
と
日
本
の
援
助
実

績
は
群
を
抜
い
て
多
い
が
、
い

つ
も
の
よ
う
に
認
知
度
は
低

い
。
主
要
貿
易
品
目
を
み
れ
ば

輸
出
が
ニ
ッ
ケ
ル
、
バ
ニ
ラ
、

丁
字
、
こ
と
に
バ
ニ
ラ
は
全
世

界
生
産
量
の
60
％
以
上
を
こ
の

国
が
輸
出
し
て
い
る
。
輸
入
は

資
本
財
・
原
料
、
燃
料
、
消
費

財
、
食
料
で
あ
る
（
日
本
外
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　

世
界
1
6
2
の
国
と
地
域

を
対
象
と
し
た
貧
困
層
の
人
口

割
合
（
貧
困
率
）
の
順
位
（
Ｃ

Ｉ
Ａ
版
）
を
見
る
と
、
1
位
は

チ
ャ
ド
、リ
ベ
リ
ア
、ハ
イ
チ
の

80
・
0
％
、
ス
ペ
イ
ン
99
位
の

21
・
1
％
、
日
本
は
16
・
0
％

で
1
2
0
位
、
米
国
1
2
5
位

（
15
・
1
％
）、フ
ラ
ン
ス
1
5

1
位（
7・9
％
）、マ
ダ
ガ
ス
カ

　
昭
和
26
年
前
後
か
ら
父
の
医

院（
自
宅
で
も
あ
り
ま
す
）に
、

日
曜
日
に
は
進
駐
軍
の
兵
士
が

手
み
や
げ
を
持
っ
て
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
今

の
京
都
会
館
の
辺
り
は
進
駐
軍

に
接
収
さ
れ
軍
の
施
設
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
進
駐
軍
の
撤
退

後
、
し
ば
ら
く
は
誰
で
も
覗
け

る
空
家
状
態
で
し
た
。
覗
い
て

み
て
生
ま
れ
て
初
め
て
暖
房
用

の
ス
チ
ー
ム
（
蒸
気
暖
房
）
な

る
も
の
を
見
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
時
は
東
山
仁
王
門

に
あ
っ
た
「
家
政
学
園
（
今
の

文
教
学
園
）」
も
接
収
さ
れ
た

の
か
進
駐
軍
の
ラ
ン
ド
リ
ー

（
洗
濯
場
）
に
な
っ
て
お
り
、

近
く
を
通
る
と
排
水
路
に
は
石

鹸
の
良
い
匂
い
と
湯
気
と
が
た

だ
よ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
石

鹸
水
で
洗
濯
を
す
る
主
婦
の
姿

も
よ
く
見
か
け
た
も
の
で
す
。

石
鹸
す
ら
日
本
人
は
入
手
し
に

く
か
っ
た
時
代
で
し
た
か
ら
生

活
の
工
夫
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
う
ち
を
訪
れ
る
米
兵
が
手
み

や
げ
に
石
鹸
を
く
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
固
形
石
鹸

で
は
な
く
、
フ
レ
ー
ク
状
の
石

鹸
で
し
た（
粉
石
鹸
の
一
種
）。

当
時
は
米
国
で
電
気
洗
濯
機
が

普
及
し
て
お
り
、
こ
の
石
鹸
を

使
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
珍

し
く
て
今
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
我
が
家
に
電
気
洗
濯
機

が
入
っ
た
の
は
も
っ
と
後
で
し

た
が
、
米
兵
は
医
師
な
ん
だ
か

ら
電
気
洗
濯
機
く
ら
い
は
持
っ

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
初
め
て
米
国
の
軍
人
が
数
人

の
集
団
と
な
っ
て
我
が
家
（
医

院
）
を
訪
れ
た
時
に
は
、
母
は

何
事
か
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

父
が
出
て
行
っ
て
話
を
す
る

と
、
彼
ら
が
来
た
理
由
は
少
し

な
り
と
も
日
本
を
知
り
た
い
と

い
う
こ
と
と
わ
か
り
ま
し
た
。

医
師
な
ら
多
少
と
も
英
語
で
話

が
通
じ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
う

ち
に
や
っ
て
来
た
よ
う
で
す
。

実
際
、
そ
れ
か
ら
は
時
々
、
日

曜
日
に
な
る
と
医
院
の
待
合
室

が
談
話
室
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
何
度
目
か
の
訪
問
の
際
に
彼

ら
が
手
み
や
げ
に
持
っ
て
き
た

も
の
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
し

た
。
季
節
は
冬
!  

暖
房
は
火

鉢
し
か
な
く
、
せ
い
ぜ
い
掘
炬

燵
だ
っ
た
時
代
で
す
。
保
存
し

よ
う
に
も
電
気
冷
蔵
庫
な
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
。
お
い
し
か
っ
た

け
れ
ど
寒
く
て
食
べ
切
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。

　
進
駐
軍
兵
士
の
乱
暴
は
当
事

か
な
り
心
配
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
我
が
家
に
来
て
い
た

方
達
は
礼
儀
正
し
か
っ
た
そ
う

で
す
。
家
の
前
の
進
駐
軍
の
バ

ス
停
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

と
い
う
話
は
聞
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
母
は
当
初
心
配
し
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
後
に
父
が
職
業

軍
人
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
知

識
に
対
す
る
希
望
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
そ

終
戦
直
後
の
思
い
出 

（
下
）

ル
は
22
位（
50・0
％
）で
あ
る
。

　
15
年
で
の
1
人
当
た
り
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
1
8
8
カ
国
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
米
ド
ル
表
示
）

に
目
を
転
じ
て
み
れ
ば
、
米
国

7
位（
5
万
6
0
8
3
）、
フ
ラ

ン
ス
23
位（
3
万
7
6
5
3
）、

日
本
26
位（
3
万
2
4
7
8
）、

中
国
76
位
（
8
1
4
0
）、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
は
1
8
5
位
（
4

0
2
）
で
あ
る
。

　
世
界
銀
行
に
よ
れ
ば
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
国
民
の
約
90
％
が
1
日

2
ド
ル
以
下
の
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
の
国
で
あ
る
。

　
※
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
：
1
9
4

0
年
6
月
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ

に
降
伏
後
、
ペ
タ
ン
内
閣
は
フ

ラ
ン
ス
中
部V

ichy

に
首
都

を
置
き
ド
イ
ツ
と
の
協
調
政
策

を
と
る
。
44
年
8
月
崩
壊
。

う
で
す
。

　
さ
て
、
帰
国
が
近
く
な
っ
た

兵
士
達
の
中
に
は
、
米
国
に

持
っ
て
帰
り
た
い
も
の
が
あ
る

の
で
ど
こ
で
買
う
の
が
良
い
の

か
相
談
し
た
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
後
で
彼
ら

が
何
を
買
っ
た
の
か
を
聞
い
た

の
で
す
が
、
父
は
カ
メ
ラ
や
顕

微
鏡
の
購
入
を
依
頼
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
当
時
か
ら
日
本
の
光

学
機
器
は
優
秀
で
、
米
兵
が
帰

国
に
際
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
は

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
兵
士
達

が
顕
微
鏡
を
買
っ
て
ど
う
す
る

の
か
と
思
っ
た
ら
米
国
で
売
れ

る
か
ら
だ
と
の
こ
と
。
朝
鮮
戦

争
時
に
は
米
国
の
報
道
陣
は
ニ

コ
ン
の
カ
メ
ラ
を
使
い
、
評
判

が
高
か
っ
た
そ
う
で
す
。

 

（
山
科
・
山
田 

一
雄
）

日
本
海
軍
と
英
国
海
軍
の
海
戦

関　浩（宇治久世）
森の母 シートベルト MAK I
バオバブ ワオキツネザル
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特殊潜航艇

※ 上記の積立額は、現在の予定利率で計算しています。短期の
ご利用では手数料との関係で積立金が掛金を下回ります。詳
しくは、4月10日発送の年金パンフレットをご覧下さい。

引受保険会社： 三井生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・
日本生命・太陽生命・第一生命

4月1日より
普及開始! 保険医年金 加入申込

受付期間 6月20日（火）まで
※2017年９月１日付加入

（2016年 9 月 1 日現在）

月　払　１口１万円 30口限度（月30万円）

一時払　１口50万円 毎回40口（2,000万円）

1.259％予定利率
（最低保証利率）

加入
資格

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

加入
口数

※昨年度実績：1.469％（予定利率1.259％＋配当0.210％）

＊ コツコツ貯める月払、まとまった余裕
資金を一時払で着実に積立て。

＊ 必要な時に、いつでも口数単位で解約
可能。

＊ 掛金払込みの中断・再開ができます。
＊ 年金受取開始は、加入５年後から80歳
（満期）の間で自由。受給方法は、定額
型確定年金（10・15年）と逓増型確定年
金（15・20年）の４種類の中から、受給
開始時に選択。

＊ 万一の場合は、ご遺族が遺族一時金ま
たは年金として全額受給。

自在性のポイント

45歳から加入（加入期間25年）

70歳から10年確定で受給の場合

月払 10 口加入

約30万円
約3,580万円

年金月額

受給総額

【掛金総額 3,000万円】 80
歳

70
歳

45
歳

利息 約580万円
受給
総額
約
3,580
　 万円

掛金
 3,000万円

　社会保険診療報酬支払基金の診療報酬振込先が京都銀行で、協会会費や保険料
等を診療報酬からの控除と指定されている場合、引落しが４月から毎月25日に変更
されると京都銀行より当会に通知がありました。変更内容の詳細については、京
都銀行が発行する３月分の社会保険診療報酬等支払明細書に同封の「社会保険診
療報酬等振込時における諸費用のお支払方法等の変更について」をご確認下さい。

基金振込時の各種費用支払方法の変更が通知されます！

日　時 3 月30日（木）
 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・会議室
講　師 ひろせ税理士法人所長
 花山 和士 税理士
協　賛 有限会社アミス

～医院の継承・閉院について～

参加無料
要申込

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 3 月 1 0 日第 2 9 9 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月 10日･25日発行


